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グローバリズムを点検する 第２回

大航海の拡大はモノとカネ
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　1991年のソ連・東欧体制崩壊の後、メディアのほか、経済学者や政治学者はグローバリズムという言葉を定着さ

せてきた。体制崩壊につながるベルリンの壁崩壊からすでに30年（一世代）が経過しており、グローバリズムの時期

については多様な視点が出ている。しかも、経済のほか、科学技術、軍事など中国の総合的な台頭を受けて、米国

では2018年10月、ペンス副大統領の講演後、「新冷戦」との表現が堰を切ったように使い始められた。今回は「貿

易」に着目し、グローバリズムを大航海時代までさかのぼり、ヒト、モノ、カネに技術の要素を加えて整理してみる。経

済学は統計が未整備なこともあり、17世紀以前をあまり対象としてこなかった。大航海時代、造船技術や天文学な

どの科学技術の発達によって長期の航海が可能となったとき、スペイン人をはじめとする欧州人が新大陸（北米、

中南米）やアジアに進出し、香辛料などの貿易や、植民地化、キリスト教布教を実行していった。

　南米の南端からフィリピン経由で初めて世界周航を達成したマゼラン艦隊からほぼ500年が過ぎた。それでは、な

ぜスペインとポルトガルが大航海を担ったのか。地中海を通じてイスラム勢力の影響が強く、対抗から外洋進出を促

したとする説のほかに、経済要因を強調する説も有力である。リスクが高い大航海には富裕層の資金援助が欠か

せない。アフリカ航行を支援したポルトガルのエンリケ王子のほか、ジェノヴァ商人やフィレンツェ商人らも支援に当たっ

た。エンリケはバルセロナ南方に浮かぶマヨルカ島からユダヤ人地理学者を招き、海図や航海の指導に当たらせた。

ポルトガルは、一時スペインよりもユダヤ教徒に寛容だった。ただし、ポルトガル王がスペインから王女を迎えユダヤ教

迫害が顕著になると、ユダヤ教徒やユダヤ教からキリスト教への改宗者はポルトガルを脱出する。やがてスペインやポ

ルトガルはオランダやイギリスに海外勢力を奪われる。他方、貿易決済は銀が使用された。銀の価値は地域によって

異なるとはいえ、世界で共有可能な「通貨的」金属が大量生産され、香辛料や織物などとの交換が可能となること

でより広範囲に商品が移動する。つまり貿易の増大が航行の拡大を支えた。

　世界遺産にも指定されている石見銀山が16世紀後半から17世紀前半にかけて、世界の銀産出量の3分の1を

担ったと推計されている。16世紀後半に描かれた欧州の複数の地図には日本の銀山が登場する。1595年、ポルト

ガル人でイエズス会宣教師ルイス・ティセラが作製した『日本図』ではラテン語で「Argenti fodinae（銀鉱山）」と記

されている。さらに、江戸幕府が貿易港や貿易相手国を制限し始めた17世紀になっても、欧州人は日本列島や日

本近海の別の「銀の島」探しを続けていたほどの貪欲さだ。技術面では16世紀前半には、朝鮮から鉱山技術者を

招き、銀の産出や純度を上げるのに貢献した。17世紀初頭の中国には毎年、日本からの銀200トンとは別に、ほぼ

同じ量の銀が中南米からフィリピン経由で運ばれたと推計されている。その中南米の鉱山にはドイツの技術者が派遣

された。労働者 としては現地人のほか、アフリカ人奴隷が投入された。


